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■営業時間 午前11時～午後8時
　（ラストオーダー 午後7時30分）

休館日
24 25 26 27 28 29 30

17 18 19 20 21 22 23

 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
 　 　 　 　 　 １ ２

10 11 12 13 14 15 16

お知らせ

ヒ
グ
マ
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

①
音
を
立
て
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ

う
。

②
薄
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
行
動
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

③
ク
マ
の
足
跡
や
フ
ン
な
ど
を
見

つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま

し
ょ
う
。

④
ゴ
ミ
は
必
ず
す
べ
て
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

⑤
子
グ
マ
を
発
見
し
て
も
、
近
づ

い
た
り
エ
サ
を
与
え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑥
遠
く
に
ク
マ
を
見
つ
け
た
ら
、

様
子
を
見
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

遭
難
対
策
お
よ
び
林
野
火
災
予

防
対
策
の
一
環
と
し
て
入
林
す
る

方
は
入
林
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
入
林
の
方
法

・
入
林
届
出
箱
を
道
有
林
の
石
崎

左
股
林
道
入
口
、
桂
岡
林
道
入

口
、
厚
志
内
林
道
入
口
、
宮
越
内

林
道
入
口
、
孫
八
林
道
入
口
に
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
所
定
の
用

紙
に
氏
名
や
下
山
時
刻
な
ど
の
事

項
を
記
入
し
て
入
林
願
い
ま
す
。

※
林
道
内
に
は
通
行
困
難
な
箇
所

が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
行
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

渡
島
総
合
振
興
局
西
部
森
林
室

　
（
℡
０
１
３
９
・
４
２
・
２
０
１
３
）

◎
地
山
掘
削
・
土
止
め
支
保
工
作
業

主
任
者
講
習

▼
日　
　

時　

５
月
24
〜
26
日　

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時

▼
受
講
料　

２
１
４
０
０
円

●
会　
　

場　

檜
山
建
設
会
館　

　
　
　
　
　
　
（
江
差
町
字
円
山
）

●
申
込
期
限　

５
月
６
日

●
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　

建
災
防
江
差
分
会

　
　
　
　
（
檜
山
建
設
協
会
内
）

　

℡
５
２
・
１
８
１
３

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

各
種
講
座
の
お
知
ら
せ

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

各
種
講
座
の
お
知
ら
せ

４
月
２
日
〜
５
月
８
日
は
、

 

ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間
で
す

林
野
火
災
予
防
強
調
期
間

 

４
月
１
日
〜
５
月
31
日

建
災
防
江
差
分
会
よ
り

 

受
講
者
の
募
集

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
習

日　
　

程　

４
月
12
日
〜
15
日

時　
　

間　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

受
講
料　

６
０
０
０
円

申
込
締
切　

４
月
８
日

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
講
習

日　
　

程　

４
月
20
日
〜
22
日

時　
　

間　

９
時
〜
17
時

受
講
料　

１
５
０
０
０
円

申
込
締
切　

４
月
12
日

○
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　

℡
５
２
・
０
１
６
０

地デジの準備は、お早めに！ ●お問い合わせ デジサポ（℡0138-38-0101）

楽しい山菜採りちょっとした油断で遭難に
●入山するときの注意事項
・天候の急変が予想されるときは、早めの下山を。
・ 入山場所の地形をよく確かめる。特に大木などの目
標物を定めておく。また、目標物にラジオなどの音が
出る物をつるすと効果的。

・仲間同士声を掛け合い、位置の確認を。
・ 自分の体力を過信せず、体調に合わせて無理せず行動を。
・がけや急斜面など危険な場所は避ける。
・午後３時を目安に下山するようにしましょう。
・ クマの出没情報などに注意し、危険な動植物には近
づかない。

・無理だと思ったら、いさぎよく引き返す。

●万が一、山中で迷ってしまったら
・ むやみに歩き回らずに、大木の陰や岩陰で雨風をし
のぎ捜索隊を待つ。また、日没後は歩き回らない。

・収穫した物は、あきらめる。
・ 捜索のヘリコプターの音が聞こえたら、広い場所で
タオルなどを振って合図をする。
・ 呼びかけなどが聞こえたら、大きな音を出して反応
する。（笛が効果的）
・必ず助けが来るので、望みを捨てずに頑張る。

●山に持って行くとよいもの（一例）
・ あめ玉や缶詰め、チョコレート、乾パンなどの非常食
と飲料水。
・ 携帯電話、笛、鏡、発煙筒などの位置を知らせること
ができるもの。
・雨具、防寒具など雨や寒さをしのぐもの。
・傷薬、持病の薬。
・ラジオや方位磁針、時計、懐中電灯。


